
１まちづくりの再スタート

本章では、まちづくりの再スタートの必要性
や⽅向性を⽰します。
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１･１
まちづくりの再スタートの必要性

駅移設前の町⽥市中⼼市街地 1970年代から⽴地してきた⼤規模店舗

１：⼤丸町⽥店(現：町⽥モディ)1971年／２：⼩⽥急
百貨店町⽥店 1976年／３：まちだ東急百貨店(現：東
急TWINS)1980年／４：町⽥マルイ1980年

人口増加に対応した商業都市化

町⽥市中⼼市街地まちづくりの主な変遷

基盤整備に伴う商業発展
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再スタートが必要な理由 ①
〜⼈⼝の減少・商業のかげり〜

⾸都圏有数の商業集積都市である町⽥市中⼼
市街地ですが、近年はその強みである商業にか
げりが⾒え始めています。

また、全国的に⼈⼝減少、⾼齢化が進む中、
町⽥中⼼地域の⼈⼝も2030年をピークに減少
に転じると予想されています。

このような動向の中でも活気あるまちであり
続けるために、新たな対策、取り組みが必要で
す。

写真引⽤：「再開発事業誌-原町⽥地区第１種市街地再開発事業の歩み-」（町⽥市） 写真引⽤：「再開発事業誌-原町⽥地区第１種市街地再開発事業の歩み-」（町⽥市）

町⽥市周辺の商業施設分布

周辺都市の発展

左上：南町⽥（グランベリーモール）／右上：⼆⼦
⽟川（⼆⼦⽟川ライズ）／左下：相模⼤野（ボーノ
相模⼤野）／右下：海⽼名（ららぽーと海⽼名）

再スタートが必要な理由 ③
〜周辺都市の⽬覚ましい発展による埋没危機〜

近年、周辺都市において⼤型商業施設開発や
駅前開発が⾏われ、「商都まちだ」は突出した
存在ではなくなってきています。

今後も続くと予想される激しい都市間競争の
中で、町⽥市中⼼市街地が埋没せずに選ばれ続
けるための取り組みが必要です。
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周辺都市発展による商業停滞

まちづくりの再スタート
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2000三井アウトレットパーク多摩南大沢オープン

2007 ららぽーと横浜オープン

2011 二子玉川ライズオープン 2015 ららぽーと立川立飛オープン
2015 ららぽーと海老名オープン

2020 グランベリーモール再整備（予定）
2000 グランベリーモールオープン

2013 ボーノ相模大野オープン

再スタートが必要な理由 ②
〜駅周辺施設の⽼朽化〜

1960年代から始まった急激な⼈⼝増加を
きっかけに、町⽥市中⼼市街地では、駅移転に
伴う駅前環境整備、原町⽥⼤通りや駅前通りと
いった都市計画道路の整備、⼤規模商業ビルの
建設などが⾏われ、広域商業拠点である今⽇の
賑わいを⽀える基盤が整えられました。

しかし、近隣市に先駆けて整備された町⽥駅
周辺の施設の⽼朽化が進んできており、まちの
機能更新が必要です。

2010 たまプラーザテラスオープン
2010 アリオ橋本オープン



“量の充⾜”から“質の向上”へ

１･２
まちづくりの再スタートの方向性

これまでは、施設や基盤の整備、商業の集
積などといった、⼈⼝増加を前提とした“量の
充⾜”を進めるまちづくりを⾏ってきました。

しかし今後は、「⼈⼝減少」「⾼齢化」と
いった時代背景の中でまちづくりを進めてい
くことになります。

これからも町⽥市中⼼市街地が周辺都市に
埋没せずに選ばれ続けるために、これまでの
まちづくりで形成された資源を維持・活⽤し
ながら、さらに多様な魅⼒を持つまちになる
ことを⽬指し、“質の向上”に重点を置いたま
ちづくりに向けて再スタートします。

人口増加に伴う
駅前基盤等の整備

周辺都市を代表する
商業都市

周辺都市の発展により
突出した存在ではなくなってきた

商業以外の多様な機能
を導入することで
更なる魅力の向上

1960-
人口増加に対応した商業都市化

1980-
基盤整備に伴う商業発展

2000-
周辺都市発展による商業停滞

2016-
まちづくりの再スタート

“量の充⾜”から”質の向上”への転換のイメージ

まちづくりの再スタートの⽅向性
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質
の向上

住まい方や
過ごし方の
選択肢が
増える

訪れた人の
時間・体験が
特別になる

多世代居住や
親世代との近居ができる

新生活をスタート
することができる

起業・独立できる

楽しく買い物をする
ことができる

出会い・交流による
人のつながりを
つくることができる

新たな発見が生まれる

趣味の幅が広がる

より多くの
ニーズに対応

職住近接できる

緑豊かな環境で暮らすことができる

町田でしか
手に入れること
ができないものが
買える・食べられ
る

お気に入りの店や
いつも行く
自分の居場所を
見つけることができる

“質の向上”とは
本計画では、必要なものを揃えたり、必要な⽤事を済ますことができるだけではなく、住ま

い⽅や過ごし⽅の選択肢が増えたり、訪れた⼈の時間・体験が特別になるようなまちづくりの
考え⽅を、“質の向上”と呼びます。


